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夏休み講座「デジタル地球儀
スフィアで地球温暖化を考え
よう」2024/7/31 上⽥市川⻄
公⺠館（宮澤信推進員）  

夏休み特別講座ゼロカーボン
大集合（エコ・クッキング教
室）2024/8/4 東御市中央公⺠
館（宮原則⼦推進員） 

推進員派遣事業の詳細☞ 
 

2024 信州なかの環境フェア
（発電体験） 2024/11/23 
中野市市⺠会館ソソラホール
（山岸恒夫推進員）  

第1回いいじま環境フェア（環
境マークでお買い物ビンゴ）
2025/2/1 飯島町文化館 
（小松千恵⼦推進員） 

温暖化防止活動推進センター通信 
                          
令和 6 年度                                              実績報告 

  
■推進員派遣事業とは… 

県内で開催される地球温暖化防止に関するイベント
やセミナーに推進員を派遣し、温暖化のメカニズム
や、｢デコ活｣など身近な対策をお伝えすることで、脱
炭素型ライフスタイルへの転換を後押しています。自
治体の皆様と連携したイベントが増えたことで、従
来の講師派遣に加え、運営スタッフとして派遣するケ
ースも。活躍の場が広がっています。 
■イベント・セミナー参加者は 4 年連続で増加！ 

派遣回数は計  回、参加者数は  人でした。
派遣回数は昨年度から減少したものの、イベント出
展の機会が増えたことから、昨年度より多くの方に
向けて広報啓発ができました。 

■地域別にみると… 

東北信地域（派遣回数  回）は、小学校への出前
授業など比較的小規模の講座を数多く開催した一
方で、中南信地域（派遣回数  回）は大規模なイベ
ントへの出展が多かったため、参加者数はほぼ同じ
でした。 
■テーマ別にみると… 

地球温暖化に関する情報は、すべての講座（ 回）
で提供しました。省エネのコツも根強い人気を誇り
（ 回）、今年度は、エコクッキング・エシカル消費・ご
み削減に関する講座も多く開催されました（ 回）。 
省エネや食品ロス削減は「デコ活アクション、まずは
ここから」にも挙げられています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境イベント開催を検討中の皆さまへ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「地球温暖化について分かりやすく教えて欲しい」「省エネについて詳しく知りたい」「環境イべ 
ントの運営スタッフをお願いしたい」など、ご要望に応じて推進員を派遣いたしますので、ぜひ、 
本事業をご活用ください！ ご依頼お待ちしております＼(^o^)／ 
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上⽥も含め、この夏の異常⾼温の話もしたので、
温暖化の問題を実感いただいたと感じました。 

子ども向け 
11 回 東北信 
 

790 人 
中南信 
 
886 人 

✱写真下のコメントは実施報告書に記載された推進員によるコメントから抜粋 

自転⾞発電、⼿回し発電、ソーラー発電［写真］
は⼦どもに人気上々︕ 

「環境マークを気にしたことがなかったので今
後は気にしてみます」などの声を頂戴しました。 

 

〜〜 
夏野菜キー
マカレー･ま
るごとポテ
トのマヨ焼
き･にんじん
ゼリー 

可食部分を最⼤限食べきる･ごみを出さないと
いう調理法を初めて認識された⽅が多かった。 

〈地域別〉参加者数  デコ活アクション 
まずはここから 

デ 電気も省エネ 
断熱住宅 

コ こだわる楽しさ 
エコグッズ 

カ 感謝の心 
食べ残しゼロ 

ツ つながるオフィス 
テレワーク 
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耕す農業から不耕起の農業へ 

<図は(3)を基に一部改変> 

有機農業であっても耕うんをすると多くの土壌生物は
いなくなってしまいます。その結果、土壌生物が担って
いる多くの機能（物質循環の駆動、病害虫の制御、地
上の捕食者の餌）が失われています。 

●耕さない農業と私達の健康 

世界的に耕さない農法が広がっています。気をつけ
たいのは、耕さないと雑草管理が大変なので、除草剤
を多用する農法が拡大している、という点です。除草剤
で枯れない遺伝子組換えを施したダイズ栽培は大幅
なコストダウンができるので海外で主流となっています。
耕さないと、農地土壌から発生する温室効果ガスが少
なくなるので、この農法は環境によいやり方「リジェネラ
ティブ（環境再生）農法」といわれています。しかし、除
草剤の多用は除草剤耐性の雑草の出現を引き起こし、
やむなく除草剤の種類を変えたり、除草のためにまた
耕したりする必要が出てきました。 
よく似た言葉ですが、「リジェネラティブ・オーガニッ
ク（環境再生有機）農法」という農法があります。これ
は、国連  が推奨している保全農法の原則を基に
大型農業でも有機栽培できるように考案されたもので

す。紙面の関係で詳しく説明できませんが、この農法で
は土壌生物の保全と農業生産の両立が可能です。し
かも、温室効果ガスの削減にも繋がります。 
耕さない有機栽培で安全な食を生産し、温暖化を
少しでも防ぎ、さらに生物多様性を保全する。夢のよう
なお話と思われるかも知れませんが、このような農業が
実際に可能になってきました。 
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不耕起+カバークロップ＋除草剤 

 遺伝子組換作物 

⾦子信博（かねこ・のぶひろ） 
1959 年生まれ。京都⼤学⼤学院農学研究科林学専攻修⼠課
程終了。島根⼤学生物資源科学部助教授、横浜国⽴⼤学⼤学
院環境情報研究院教授、福島⼤学食農学類教授を歴任。 
農学博⼠。専門は土壌生態学、森林生態学。 
2023 年 4 月に⼤学院としては日本初のアグロエコロジープ
ログラムを福島⼤学⼤学院食農科学研究科に開設。 

⾦子信博⽒による講演 
参加者募集︕ 

8 月 2 日（土）ギャラリー82（⻑野市） 
第４回 環境展「自然との共生
へ」の関連イベント（ミニ講演）
として⾏います。 
詳しくは WEB で。 
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